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あいち花マルシェ２０２５を開催しました 

園芸農産課   
 
愛知県では、日本一の花の生産を誇る「花の王国あいち」として、あいちの花の消費拡

大を図るため、花を「見て・触れて・購入できる」県民参加型のイベント「あいち花マル

シェ」を 2020 年度から開催しています。 

2025年度は、本県に７月開業したIGアリーナのオープンを記念した名古屋ステージと、

花の生産地に近い三河ステージの２ステージを開催しました。 

 

１ 開催概要 

(1) 名古屋ステージ 

2025 年 10 月４日（土）～５日（日）（２日間） 

名城公園（名古屋市北区） 

(2) 三河ステージ 

     2025 年 11 月 15 日（土）～16 日（日）（２日間） 

   安城産業文化公園デンパーク（安城市）  

 

２ 名古屋ステージ 

花マルシェの開催に先立ち、IG アリーナのプレオープンとして５月 31 日（土）、６月

１日（日）に開催された「IG アリーナオープニング DAYs」内で装飾展示を行い、「あい

ち花マルシェ 2025」を PR しました。10 月には、花マルシェを IG アリーナのある名城公

園で開催し、あいちの花で彩りました。 

 ○ IG アリーナ装飾展示（５月 31 日（土）、６月１日（日）） 

  花に関心のある方だけでなく、スポーツに関心

のある方からの注目も集めるよう、花で装飾した

大きなバスケットボール及びバスケットゴールの

フォトスポットを設置しました。 

○ 花マルシェ（10 月４日（土）、５日（日）） 

IG アリーナが、バスケットボール Bリーグ所属

の名古屋ダイヤモンドドルフィンズのホームア

リーナとなることから、開幕戦に合わせて花マル

シェを開催し、普段花に関心のない方にも興味を

持っていただく、きっかけになりました。 

(1) メインディスプレイ、フォトスポット 

「スポーツ×あいちの花」をテーマに、花とバ

スケットがコラボしたメインディスプレイを設置

しました。また、屋内には、ハロウィンを楽しん

でいただこうと、フラワーパンプキンのフォトス

ポットを設置しました。 

当日は生憎の天気でしたが、写真を撮る多くの

方の姿が見られました。 

 バスケットボールのフラワートロフィー 

フラワーバスケットボール 
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(2) 花マルシェ 

県産の切花や鉢物を県内生産者や生花店等が販売しました。今年度初めて出店した、

園芸系 YouTuber のブースには多くの方の来店があり、熱心に品定めをしていました。 

(3) いけばな展示、体験教室 

県産花きを使ったいけばな各流派の展示や、フラワーアレンジメントの体験教室が

開催され、様々ないけばなが並ぶ様子に、来場者が感心する様子が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 三河ステージ 

 会場では花の販売のほか、フラワーバレンタインや体験教室などを行いました。ワン

ワン Days も同時開催され、犬の散歩を楽しみながら、あいちの花を購入する方も見えま

した。 

(1) 花マルシェ 

県内や地元安城市の生産者、生花店等が、県産

花きを販売しました。シクラメンやポインセチア、

シンビジウムなどクリスマスから年末に向けて飾

られる季節の花も販売されました。 

(2) あいちフラワーコンテスト 

花の出来栄えを競うフラワーコンテストは、き

く、スプレーぎく、ばら・洋花、鉢花・花苗、観

葉植物、洋らん、和物の７部門に合計２５２点の

出品がありました。 

(3) 花のディスプレイ 

  愛知県花き温室園芸組合連合会（花き連）きく部会、スプレーマム部会、カーネー

ション部会によるディスプレイが展示され、多くの方が写真に収めていました。 

  また、フローラルプレイスのイベント広場には、あいちの花のフラワーシャンデリ

アを設置し、登壇者や観客のみなさまに楽しんでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

園芸系 YouTuber 浅岡園芸ブース いけばな展示の様子 

屋内出店の様子 

あいちフラワーコンテスト展示の様子 花き連きく部会 
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(4) ステージイベント 

  学校法人さくら学園安城生活福祉高等専修学校の生徒らによるフラワーファッショ

ンショー等が行われ、花とファッションのコラボを楽しんでいました。 

(5) 花の体験教室 

「あいちの花」を使ったフラワーアレンジメントや寄せ植え、カラーリングマム作り

等のワークショップが行われ、多くの方に楽しんでいただきました。また、クリスマ

スをテーマにしたスワッグづくりなどの体験も行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 写生大会の展示  

名古屋ステージで開催した、写生大会の絵の展示を行い、名古屋ステージで描いた

自身の絵を観に来る親子の姿がみられました。 

 (7) ワンワン Days 

犬のフォトスポットを設置し、愛犬と一緒に写真に収めていました。犬と一緒に花

マルシェを楽しむことができ、とてもよかったとの感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 最後に 

  あいち花マルシェ２０２５には、５万人を超える多くの方に来場いただき、あいちの

花の魅力を多くの方に感じていただくことができました。「花の王国あいち」として、今

後も花のＰＲに努めてまいります。 

フラワーファッションショー カラーリングマム作り体験 

絵の展示 犬のフォトスポット 
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2024 年の県内卸売市場における青果物・花きの流通動向 

 

食育消費流通課 
 

１ 名古屋市中央卸売市場及び県内地方卸売市場の青果物について 

（１）2024 年の野菜及び果実取扱数量（表１） 

野菜の名古屋市中央卸売市場における取扱数量は 37 万３千ｔ（2019 年比 92.8％、

２万９千ｔ減）、このうち県内産野菜は５万９千ｔ（同 86.9％、９千ｔ減）、県内産の

シェアは、15.9％（2019年から1.0％減）でした。 

一方、県内地方卸売市場の取扱数量は 10 万ｔ（2019 年比 91.8％、９千ｔ減）、このう

ち、県内産野菜は４万ｔ（同 88.2％、５千ｔ減）、県内産のシェアは、39.5％（2019 年

から 1.6％減）でした。 

果実の名古屋市中央卸売市場における取扱数量は８万９千ｔ（2019 年比 91.0％、９

千ｔ減）、このうち、県内産果実は８千ｔ（同 77.3％、２千ｔ減）、県内産のシェアは、   

9.2％（2019 年から 1.6％減）でした。 

一方、県内地方卸売市場の取扱数量は３万１千ｔ（2019 年比 77.1％、９千ｔ減）、こ

のうち、県内産果実は１万２千ｔ（同 80.5％、３千ｔ減）、県内産のシェアは、39.6％

（2019 年から 1.7％増）でした。 

 

（２）青果物の取扱数量における動向 

   県内地方卸売市場では、名古屋市中央卸売市場と比べ、果実の取扱数量の減少率が

大きくなっています。その主な要因として、小規模農家の減少や、個人農家の販売先

が多様化していることが考えられます。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜 37.3 5.9 15.9% 40.3 6.8 16.9%
果実 8.9 0.8 9.2% 9.8 1.1 10.8%
野菜 10.0 4.0 39.5% 10.9 4.5 41.1%
果実 3.1 1.2 39.6% 4.0 1.5 37.9%

県内産
県内産
ｼｪｱ

全体 県内産
県内産
ｼｪｱ

全体

［単位：万ｔ］

2024年 2019年

名古屋市
中央

県内地方

区　　分

表１ 県内の中央卸売市場および地方卸売市場における青果物の取扱数量 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 
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２ 県内地方卸売市場の花きについて 

（１）2024 年の切り花及び鉢物取扱数量（表２） 

切り花の取扱数量は２億１千２百万本（2019 年比 112.9％、２千４百万本増）、このう

ち、県内産切り花は７千１百万本で（同 96.9％、２百万本減）、県内産のシェアは、

33.5％（2019 年から 5.5％減）でした。 

鉢物（花壇用苗物等含む）の取扱数量は５千万鉢（2019 年比 86.4％、８百万鉢減）、こ

のうち、県内産鉢物は１千９百万鉢（同 86.7％、３百万鉢減）、県内産のシェアは、 

38.0％（2019 年から 0.1％減）でした。 

 

（２）花きの取扱数量における動向 

切り花の取扱数量は、市場全体では増加しているものの、県内産はやや減少してい

ることがうかがえます。 

鉢物の取扱数量は、市場全体、県内産ともに減少しています。 

 

 

 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 

表２ 県内の地方卸売市場における花きの取扱数量 

切り花 21.2 7.1 33.5% 18.8 7.3 39.0%
鉢物 5.0 1.9 38.0% 5.7 2.2 37.9%

2024年 2019年

［単位：千万本、千万鉢］

県内地方

区　　分 全体 県内産
県内産
ｼｪｱ

全体 県内産
県内産
ｼｪｱ
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「おかざき有機農業塾」の取組について 

 
西三河農林水産事務所 

 
岡崎市は、2024 年３月にオーガニックビレッジ宣言を行いました。これに伴い同年９月

からは有機農業に新たに取り組もうとする方を対象に、「おかざき有機農業塾（以下、農業

塾）」を開講し、有機農業の社会的意義や魅力等が学べる機会を提供しています。 

 

１ おかざき有機農業塾とは 

40年以上有機農業を普及するため技術支援に取り組んできた公益財団法人自然農法国

際研究開発センターから講師を招き、有機農業に必要な土づくりや病害虫の発生を抑え

る作付け体系の講義と実習を行っています。 

農業塾は期間が１年間で、月２回のペースで開催されており、これまでに１期生 17 名

が卒業し、現在は２期生 15 名が入塾しています。苗や肥料、資材、農機具等は塾側が用

意しているため、受講生は気軽に通うことができます。「有機農業に取り組んでみたいが

様々な情報が溢れており、どうやって始めればいいか分からない」という方などが受講

しています。 

 

２ 耕地生態系を生かした有機農業 

講義は、地域の土壌の特徴や生態系、有機農業で生産した野菜の品質について理解を

深め、実習では、地域に適した数種類の野菜や牧草を植え、収穫までの作業を体験しま

す。作物と競合しない牧草や天敵、無害な昆虫を増やす多様な耕地生態系づくり、殺虫

剤を使わずに虫害を予防する方法や、作業の工夫・作付け体系を学ぶことができます。 

また、実習では受講生同士が協力し合い、声を掛けながら進めることで、自然と交流

が生まれ、仲間づくりの場にもなっています。 

 

卒業生からは「地元農林水産物への関心が高まり産地や生産者を意識して購入するよ

うになった」、「卒業後、産直施設への出荷も目指していきたい」という声が寄せられて

います。こうした体験が有機農業や食への理解を深めるきっかけとなり、今後さらに多

くの人が有機農業に取り組むことが期待されます。 

ボカシづくりの実習 有機農業に関する講義 
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年末に向けてキャベツの競合産地調査及び品質検討会を実施 
 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ  
 
京浜市場では本県産キャベツの入荷が年末年始に本格化します。このため、2025 年 12 月

９日(火)に、京浜市場愛知県野菜連絡会キャベツ研究会会員（卸売会社 12 社）、ＪＡ愛知

みなみ、ＪＡ豊橋、ＪＡあいち経済連、本県東京事務所の職員が、競合産地である千葉県

銚子市及び神奈川県三浦半島のキャベツの生育状況を調査しました。併せて、本県及び競

合産地のキャベツの品質検討会も実施しました。 

 

１ 競合産地の調査 

（１）千葉県（銚子） 

  全体的にみて例年よりも収穫が進んでいました。 

生産者からは、「2025年度作は、生育順調で病害

虫の発生もない。ただし、12 月上旬以降の気温低下

により生育が停滞気味のため、年末にかけての出荷

量は大きな増減がなく推移する見込み」とのことで

した。                            

（２）神奈川県（三浦・横須賀） 

  当地区ではダイコンの収穫後にキャベツを定植

するほ場が多いなか、ダイコンの収穫が遅れてお

り、キャベツ苗の定植作業は 12 月上中旬が最盛期

となる見込みでした。 

ＪＡ職員からは、「年内のキャベツの収穫が遅れ

気味で、例年のような出荷ピークに達していないた

め、年内の出荷量は少ない見通し」とのことでした。 

                          

 

２ 品質検討会 

  葉の詰まり具合や固さの異なる冬系と春系キャベツについて、各産地の秀８玉／10kg・

箱を無作為に抽出して調査しました。  

（１）冬系キャベツ 

  本県４産地、茨城県１産地の入荷物を調査しまし

た。調査した中ではクレーム対象となるものは確認

されず、総合的にみて、玉揃い、ボリューム、外葉

等の品質は安定していました。重量はいずれの産地

も規格をクリアしていましたが、乾燥と寒さの影響

のためか、全体的に例年より軽い印象でした。また、

一部の出荷物では、大きさが不揃いである、外葉が

多い、という点が確認されました。             

（２）春系キャベツ 

  本県４産地、千葉県１産地、神奈川県１産地の入荷物を調査しました。調査した中

ではクレーム対象となるものは確認されず、総合的にみて、玉揃い、ボリューム、外

葉等の品質は安定していました。全体的には、外葉が若干多いのが目立ちました。 

 

２回目の競合産地調査及び品質検討会は、本県産の入荷がピークとなり競合産地の春系

の入荷量が急増する３月を前に行う予定です。 

 

千葉県のキャベツほ場 

 

神奈川県のキャベツほ場 

 

品質調査の様子 
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１　１月の見通し

品目名　トマト

2021年 5,937 299 熊本 37%

実 2022年 5,215 339 栃木 22%

2023年 5,064 351 愛知 15%

績 2024年 4,891 308

2025年 4,258 476

5,073 355

4,400 420

愛知産の動き

2026年見通し

東京都中央卸売市場における１月の主要な愛知産青果物の動向

　　　 区分
実績等

入荷量
(ｔ)

卸売価格
(円/kg)

前年上位３産地（％） 市場からの提言等

　本県は、天候の安定により日照時間が確保
され果実の着色と肥大が進んでおり、前年を
大幅に上回る入荷が見込まれる。入荷サイズ
は、小玉傾向から回復してＭ中心となる見込
み。
　競合産地について、熊本は、果実の着色と
肥大が進んでいるものの、前年をわずかに下
回る入荷が見込まれる。栃木は、生育順調
で、着果状況も良好であり、前年並の入荷が
見込まれる。

競合産地の動き（熊本） 競合産地の動き（栃木）

　愛知産は市場評価が高いので、
出荷開始時期から安定した数量の
出荷に取り組んでいただきたい。
　また、出荷シーズン後半の黄変
果混入の防止、産地間の果皮の着
色統一、食味の向上、他産地の動
向を注視したうえでの規格の簡素
化にも取り組んでいただきたい。

５ヵ年平均

産地概況
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２　入荷量・価格の動き

品目名　キャベツ

前年上位３産地（％） 愛知 51% 千葉 27% 神奈川 14%

品目名　ミニトマト

前年上位３産地（％） 熊本 48% 愛知 16% 宮崎 9%

愛知産の動き 産地概況

　本県の生育は順調に推移しており、目立っ
た病害虫の発生もなく、前年をかなり上回る
入荷が見込まれる。
　競合産地について、千葉は、生育は順調に
推移している。気温の予報は平年より高いた
め、入荷ピークが早くなる可能性があり、前
年をかなり上回る入荷が見込まれる。神奈川
は、12月の入荷減少から回復し、前年並とな
る見込み。

競合産地の動き（千葉） 競合産地の動き（神奈川）

競合産地の動き（熊本） 競合産地の動き（宮崎）

愛知産の動き 産地概況

　本県は、生育は概ね順調である。上旬の入
荷は潤沢で、中下旬は減少し、総量としては
前年をやや上回ると見込まれる。
　競合産地について、熊本は、上旬の入荷は
潤沢で、中下旬は気温低下等により減少する
見込み。宮崎は、上旬の入荷は前月の予定分
がずれ込み潤沢となり、中下旬は気温低下等
により減少する見込み。

9



品目名　ブロッコリー

前年上位３産地（％） 香川 22% 愛知 22% 熊本 13%

品目名　さやえんどう

前年上位３産地（％） 鹿児島 49% 愛知 25% 熊本 6%

愛知産の動き 産地概況

　本県は、低温と乾燥の影響で生育は遅れ気
味である。入荷量は12月から漸増しており、
１月は前年を大幅に上回る見込み。
　競合産地について、香川は、低温と乾燥の
影響で生育は停滞気味で推移しているもの
の、気温上昇とともに入荷状況は改善し、前
年をかなり上回ると見込まれる。熊本は、低
温の影響で生育は平年より遅れ気味であり、
前年をやや上回る入荷が見込まれる。

競合産地の動き（香川） 競合産地の動き（熊本）

競合産地の動き（鹿児島） 競合産地の動き（熊本）

愛知産の動き 産地概況

　本県は、病害虫の発生はなく生育順調であ
る。前月まで遅れていた分が増え、前年をわ
ずかに上回る入荷が見込まれる。
　競合産地について、鹿児島は、天候が安定
しているため生育順調であり、前年並の入荷
が見込まれる。熊本は、生育遅れから回復
し、前年並の入荷が見込まれる。
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切　花　・　鉢　花　の　１　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１月5日現在）　　　　　　　単位：千本、円／本

2021年 １，２２２ ３３
実 2022年 １，１１１ ５５

2023年 １，３２４ ５３
績 2024年 １，０４２ ５３

2025年 １，０２６ ７６

１，１４５ ５３

１，０５０ ６０

概
　
要

2021年 ５４２ ３２

実 2022年 ６４１ ２７

2023年 ５２８ ４２

績 2024年 ５０９ ３１

2025年 ２８２ ４５

５００ ３４

３００ ４５

概
　
要

2021年 ７３５ ３５

実 2022年 ７６４ ５０

2023年 ７８８ ５９

績 2024年 ８４１ ４０

2025年 ８５５ ６０

７９７ ４９

８００ ５５

概
　
要

2021年 １１８ ７６

実 2022年 １２３ １０６

2023年 １４０ ９４

績 2024年 １５０ ７８

2025年 １３１ １３６

１３２ ９８

１３０ １２０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知中心の入荷となる。上旬は入荷量が少ないものの、中下旬は徐々に入荷が安定して

くる見込み。業務需要の動きにより、上位等級を中心に価格は高く推移する見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2026年見通し

５ヵ年平均

2026年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、輸入中心の入荷となる。輸入商材は引き続き円安の影響を受けており、国産は昨
年並みであることから、入荷量はやや少なめとなる見込み。

５ヵ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心の入荷となる。上旬は入荷量が少なく推移するものの、中旬以降は徐々に安定
する見込み。ただし、全体的に数量は多くなく、出回り量も多くないため、価格は高めで
推移することが見込まれる。

５ヵ年平均

2026年見通し

2026年見通し

　和歌山、高知、熊本からの入荷となる。前進気味の出荷物は、12月下旬に硬めの切前で
無理な出荷が行われたため、上中旬は少なめの入荷となる見込み。
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　　　　　　　　　　　　単位：千本、円／本

2021年 １６９ １７９
実 2022年 １７８ ２２１

2023年 １８０ ２３６
績 2024年 １６９ １９９

2025年 １７６ ２７４

１７４ ２２２

１７０ ２４０

概
　
要

2021年 ２７４ ７８

実 2022年 ２６３ １１０

2023年 ２４３ １３８

績 2024年 ２５７ １０４

2025年 ２７８ １６７

２６３ １１９

２７０ １５０

概
　
要

2021年 ４１０ ７８

実 2022年 ４６２ ９９

2023年 ５２０ １００

績 2024年 ５２２ ９９

2025年 ６１１ １０１

５０５ ９６

５５０ １００

概
　
要

2021年 ８１２ ５１

実 2022年 １，１１０ ５４

2023年 ９２１ ６６

績 2024年 ９０７ ５６

2025年 １，００２ ６５

９５０ ５９

９５０ ６０

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

2026年見通し

　オリエンタルユリは高知、宮崎、埼玉、愛知などから、鉄砲ユリは高知、鹿児島から、
LAユリは埼玉、高知からの入荷となる。各種ユリは生産量の減少により、年明けは落ち着
いた入荷となる見込み。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2026年見通し

　愛知、岐阜、三重、輸入中心の入荷となる。例年並みの入荷となる見込み。上旬は成人
式需要により、染めバラの注文が一般化してきている。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2026年見通し

　例年どおり、コデマリ、桃、レンギョウ、山州などの出荷が徐々に始まる。春節は2月17
日であることから、20日頃から旧正月向け輸出が増加する一方、国内の動きは月末に向け
て鈍化する見込み。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2026年見通し

　高知、徳島、愛知、静岡などの国産に加え、輸入品が入荷となる。オンシジウムは入荷
が減少しているが、徐々に増加する見込み。デンファレは例年並みで、徐々に増加する見
込み。シンビジウムは国内産に遅れがあり、多少増加する見込み。コチョウランは輸入は
潤沢な状況にあるが、国内産は引き続き品薄となる見込み。カトレアは出荷遅れがあり、
今後は徐々に増加する。
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１２月１８日現在）　　　　　　　　単位：鉢、円／鉢

2021年 ９，４８８ １７６

実 2022年 ７，６７２ ２４８

2023年 ５，８６２ ２８３

績 2024年 ５，９８０ ３００

2025年 ５，６２１ ２３７

６，９２５ ２４１

５，３００ ２２０

概
　
要

2021年 ２９０，７５３ １０４

実 2022年 ３５７，６７６ ９６

2023年 ３１２，３７６ ９９

績 2024年 ２７３，４６０ １０４

2025年 ２８０，００９ １２０

３０２，８５５ １０４

２７，０００ １１０

概
　
要

2021年 ３６，８００ ２０８

実 2022年 ３９，６９２ ２３３

2023年 ３９，２４２ １９６

績 2024年 ３０，４２０ ２１５

2025年 ２５，４２７ １８６

３４，３１６ ２０９

２３，０００ １８０

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並かやや減少する見込み。出荷の中心は３～４号で、年内出荷の遅れから
年明け直後は出荷量が増える可能性がある。一方、中旬以降に出荷予定の山上げしていな
い苗は猛暑の影響によりロスが多く、特にジュリアンは出荷量が減少する見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（33.2％）、２位埼玉
（15.9％）、３位奈良（13.8％）となっている。

５ヵ年平均

2026年見通し

チ
　
ュ

　
ー

　
リ
　
ッ

　
プ

　入荷量は減少する見込み。球根代高騰もあり、前年同様１月は３号中心の芽出し出荷が
主となり、その後は４号の出荷が増える見込み。球根代高騰で、注文単価は前年より多少
上がる可能性はあるが、競売が厳しい予想の為、平均単価は前年より多少下がる見込み。
今後は円安も重なり、球根代の高騰で生産量・出荷量が大幅に減少する見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（39.3％）、２位奈良
（18.8％）、３位茨城（18.6％）となっている。

プ
　
　
リ
　
　
ム
　
　
ラ

品
目

エ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
カ

　入荷量は、前年同様に猛暑の影響によりロスが多く、減少する見込み。鉢サイズは、
3.5号～４号が中心であり、手頃な価格帯の引き合いが強まる見込み。全体市況は、年始
の好相場がつく月初から、寒さが厳しくなる月末に向けて弱含みで推移する見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位山梨（45.3％）、２位愛知
（18.4％）、３位新潟（16.0％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2026年見通し

５ヵ年平均

2026年見通し
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　　　　　　　　　　　単位：鉢、円／鉢

2021年 ３４，９６７ ２８６

実 2022年 ３８，２１３ ２９０

2023年 ２７，９０９ ２９６

績 2024年 １９，６５９ ３４０

2025年 ２１，２６０ ３３１

２８，４０２ ３０３

２１，０００ ３３３

概
　
要

2021年 ３０，７５９ ２１７

実 2022年 ３９，１３９ ２４０

2023年 ３３，６８８ ２５７

績 2024年 ２７，９９４ ２６１

2025年 ２６，８８５ ３１２

３１，６９３ ２５５

２６，０００ ３１５

概
　
要

2021年 １３，０８５ ６１７

実 2022年 １１，８８２ ７０９

2023年 ８，８８１ ６８７

績 2024年 ７，５８１ ６４９

2025年 ８，１９７ ７１１

９，９２５ ６７２

８，５００ ７００

概
　
要

2026年見通し

　入荷量は前年よりやや減少する見込み。上旬は品揃え需要により、前半は中値での推移
が見込まれる。3.5号～５号中心の入荷となるため、中盤以降は特に５号以上が厳しい取
引が予想される。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（22.0％）、２位埼玉
（16.7％）、３位栃木（14.8％）となっている。

2026年見通し

　入荷量は４号、５号については前年よりやや減少する見込み。開花は品種や色により一
部遅れが生じる可能性があるものの、全体としては順調な出荷となる見込み。愛知産に限
れば生産はやや微増する見込み。前年に続き、６号等の需要は厳しい見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（53.6％）、２位愛知
（13.5％）、３位奈良（10.4％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2026年見通し

　入荷量は前年より増加する見込み。年内出荷予定分の遅れが前半に多くなると見込まれ
るほか、小鉢ものを中心に引き合いが強くなる見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（47.0％）、２位岡山
（29.8％）、３位高知（9.8％）となっている。

デ
　
ン
　
ド
　
ロ
　
ビ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

マ
　
ー

　
ガ
　
レ
　
ッ

　
ト

サ
　
イ
　
ネ
　
リ
　
ア

５ヵ年平均
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あいち農産物生産流通レポート №629 

２０２６年１月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


